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所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構  主な遺物、特記事項

妻木晩田遺跡
（松尾頭墳丘墓
群）

墳丘墓 弥生時代終末期 墳丘墓（３基） 弥生土器、鉄製品

その他

弥生時代後期以前
不明（５基）
土坑（１基）
溝（１条）

弥生土器、石器

古墳時代〜近代 塹壕 須恵器

要 約

史跡妻木晩田遺跡は、標高約 100mの丘陵上に広がる、弥生時代後期を中心とした大規模な集落
遺跡である。松尾頭墳丘墓群は、第１次調査の成果から弥生時代終末期後半の墓域と考えられて
きた。今回、「墳墓域の実態解明」を課題として発掘調査を行った結果、新たに終末期前半築造
と考えられる松尾頭３号墓・同４号墓・同５号墓を検出した。集落変動期の有力者層の墓域であ
る松尾頭墳丘墓群は、終末期を通して造営された方形周溝墓の形態をとる墳丘墓群であることが
判明した。妻木晩田遺跡では、これまで終末期前半段階の墳丘墓は第１次調査のトレンチ調査で
確認された仙谷４号墓のみで、墳丘墓形態や構造、さらには墳墓域の様相が不明であった。松尾
頭10区を調査したことにより、妻木晩田遺跡の集落が拡大し始める後期前葉から終焉を迎える古
墳時代前期前葉までの墳丘墓群の動向が明らかとなった。首長墓の動態及び墳墓域の変遷を把握
できたことは、妻木晩田遺跡の集落像を解明するうえで非常に重要な成果である。
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